



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作品名 製作地 種別 地名（題、序、文中）
製作
年代
1010
1043
1019
1007
1025
1035
上安州裴長史書
江楊利物畫讚
金陵與賢權十一序
爲宋中丞金陵表
餞副大使李藏用移軍廣陵
序
金陵名	
公粉圖親讚
安陸
金陵
金陵
武昌？
金陵
金陵
書
讚
序
表
序
序
金陵（２例）
江
金陵
金陵（３例）
三山
金陵
730
754
755
757
761
〃
〈図〉南京歴代都城相互関係図（贊初『南京史話』による）
う
に
な
る
。
地
名
の
明
に
つ
い
て
は
と
し
て
存
の
釋
書
に
從
っ
て

を
記
し
た
が
、
地
方
志
等
か
ら
鑑
み
て
明
ら
か
に
問
題
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
干
の
私
見
も
	べ
て
お
い
た
。
な
お
現
在
の
地
名
・

在
地
に
關
し
て
は
、
特
に
郁
賢


『
李
白
大
辭
典
』
（
廣
西
育
出
版
、
一
九
九
五
年
）

收
「
地
名
」
（
倪
培
執
筆
擔
當
）
を
大
い
に
活
用
し
た
。
金
陵
（
詩
題
三
〇
例
〔
含
「
金
陵
西
樓
」
「
金
陵
子
」
〕
、
詩
中
三
一
例
〔
含
「
金
陵
子
」
「
金
陵
春
」
〕
）「
金
陵
歌
別
范
宣
」
に
「
金
陵
昔
時
何
壯
哉
、
・
・
・
・
席
卷
豪
天
下
來
」、「
金
陵
三
首
、
其
一
」
に
「
金
陵
空
壯
觀
、
天
塹
・
・
・
・
淨
波
瀾
」、「
夜
金
陵
懷
古
」
に
「

金
陵
、
空
懸
王
州
」
と
・
・
・
・
あ
る
な
ど
多
數
。
現
在
の
江
蘇
省
南
京
市
の
美
稱
・
稱
。
市
と
し
て
の
金
陵
の
名
は
戰
國
時
代
の
楚
が
石
頭
山
に
金
陵
邑
を
建
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
（
・
許
嵩
『
建
康
實
』
卷
一
な
ど
）。
隋
時
代
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
江
縣
・
白
下
縣
・
上
元
縣
に
相
當
す
る
地
域
を
指
す
（

詩
に
は
江
〔
京
口
〕
を
指
す
例
も
あ
る
が
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
）。
・
李
吉
甫
『
元
和
郡
縣
志
』
「
江
南
・
上
元
縣
」
の
條
に
よ
れ
ば
隋
開
皇
九
（
五
八
九
）
年
に
陳
を
定
し
、
丹
陽
郡
を
廢
し
て
州
（
治

は
石
頭
）
を
置
き
、
江
縣
を
こ
れ
に

屬
さ
せ
る
。
武
三
（
六
二
〇
）
年
に
江
縣
を
歸
 縣
に
改
稱
、
同
九
（
六
二
六
）
年
、
さ
ら
に
白
下
縣
に
改
稱
し
潤
州
に

屬
さ
せ
る
。
貞
!九
（
六
三
五
）
年
、
白
下
を
江
に
改
稱
。
至
二
（
七
五
七
）
載
、
縣
に
江
郡
を
置
く
。
乾
元
元
（
七
五
八
）
年
に
昇
州
に
改
稱
し
、
"ね
て
浙
西
#度
使
を
置
く
が
、
上
元
二
（
七
六
一
）
年
に
廢
止
し
、
江
縣
を
上
元
縣
と
改
稱
し
た
。
『
$
書
』
「
地
理
志
」
%び
『
新
書
』
「
地
理
志
」
に
よ
れ
ば
武
八
（
六
二
五
）
年
に
歸
 縣
を
金
陵
縣
に
改
稱
し
た
が
、
&九
年
に
白
下
縣
に
改
め
た
と
あ
る
。
代
に
お
い
て
「
金
陵
」
の
名
が
行
政
上
の
地
名
と
な
っ
た
の
は
わ
ず
か
に
こ
の
初
の
一
年
だ
け
で
あ
る
。
齊
の
謝
'「
隋
王
鼓
吹
曲
十
首
・
入
(曲
」
に
「
江
南
佳
麗
地
、
金
陵
・
・
王
州
」
と
あ
り
、
中
國
古
典
詩
に
お
い
て
は
こ
の
句
が
詩
語
と
し
て
の
「
金
陵
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
)な
も
の
と
し
た
。
ま
た
「
金
陵
」
と
い
う
地
名
に
ま
つ
わ
る
故
事
と
し
て
は
秦
・
始
皇
東
*の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
有
名
。
『
建
康
實
』
卷
一
に
「
當
始
皇
三
十
六
年
、
始
皇
東
*、
自
江
乘
渡
。
+氣
,云
、『
五
百
年
後
金
陵
有
天
子
氣
。』
因
鑿
鍾
阜
、
斷
金
陵
長
隴
以
流
、
至
今
呼
爲
秦
淮
。
乃
改
金
陵
邑
爲
秣
陵
縣
。」
と
あ
り
、
ま
た
『
元
和
郡
縣
志
』「
上
元
縣
」
に
「
上
元
縣
、
本
金
陵
地
。
秦
始
皇
時
+氣
,云
、『
五
百
年
後
金
陵
有
邑
氣
。』
故
始
皇
東
-以
厭
之
、
改
其
地
曰
秣
陵
、
塹
北
山
以
.其
勢
。」
と
あ
る
。
な
お
南
宋
・
/穆
『
方
輿
0覽
』
卷
一
四
「
江
東
路
・
建
康
府
」
に
「
楚
威
（
王
）
以
其
地
有
王
氣
、
埋
金
之
、
故
曰
金
陵
。」
と
あ
る
が
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
42
楚
の
威
王
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
李
白
の
時
代
に
存
在
し
た
か
否
か
は
未
詳
。
金
陵
西
樓
（
詩
題
一
例
）
詩
題
に
「
金
陵
西
樓
下
吟
」
と
あ
る
。
・
・
・
・
・
孫
楚
酒
樓
（
後
）
の
こ
と
か
。
南
宋
・
應
合
『
景
定
建
康
志
』
卷
二
一
「
樓
閣
」
で
は
「
李
白
酒
樓
」
を
も
と
の
「
孫
楚
酒
樓
」
と
し
、
そ
の
項
の
下
に
李
白
の
「
金
陵
西
樓
下
吟
」
詩
を
引
用
し
て
い
る
。
金
陵
子
（
詩
題
五
例
、
詩
中
一
例
）「
示
金
陵
子
」
に
「
金
陵
東
誰
が
家
の
子
」
と
あ
り
、
「
出
妓
金
陵
子
盧
六
、
其
一
」
に
「
我
が
金
陵
子
」
と
あ
り
、
「
其
三
」
に
「
小
妓
の
金
陵
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
李
白
が
金
陵
在
期
に
有
し
て
い
た
妓
女
と
考
え
ら
れ
る
。
魏
	「
李
翰
林
集
序
」
に
「

攜
昭
陽
・
金
陵
之
妓
。
迹
謝
康
・
・
・
・
樂
、
世
號
爲
李
東
山
。」
と
あ
る
が
、
こ
の
妓
女
の
こ
と
を
指
す
か
。
金
陵
春
（
詩
中
一
例
）「
寄
韋
南
陵
冰
余
江
上
乘
興
訪
之

顏
書
笑
有
此
」
に
「
甕
中
百
斛
金
陵
春
。
」
と
あ
る
。
文
か
ら
酒
の
銘
柄
・
・
・
と
考
え
ら
れ
る
。
代
で
は
「
～
春
」
と
名
付
け
ら
れ
た
銘
柄
が
多
い
。
京
（
詩
中
四
例
）「
鼓
吹
入
曲
」
に
「
金
陵
控
浦
、
水
帶
京
」
・
・
と
あ
る
な
ど
。
三
國
の
孫
の
、
あ
る
い
は
地
方
の
と
い
う
意
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
・
顏
之
の
「
車
駕
幸
京
口
侍
蒜
山
作
」
に
「
巖
險
去
宇
、
衿
衞
徙
京
」
と
い
う
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
詩
・
・
に
お
い
て
は
極
め
て
稀
。
『

詩
』
を
檢
索
し
て
も
「
京
」
と
い
う
用
例
は
李
白
詩
の
こ
の
四
例
以
外
に
見
ら
れ
な
い
（
た
だ
し
『


詩
』
で
は
「
登
瓦
官
寺
閣
」
詩
を
李
の
作
と
し
て
も
重
複
し
て
載
し
て
い
る
〔
『
文


』
が
李
の
作
と
す
る
た
め
〕
の
で
、
こ
れ
を
含
め
れ
ば
合
計
五
例
と
な
る
）。
江
（
詩
題
二
例
、
詩
中
一
例
）
詩
題
に
「
宿
白
鷺
洲
寄
楊
江
 」
「
春
・
・
日
陪
楊
江
 
!
"官
宴
北
湖
感
古
作
」
と
あ
り
、
「
#王
屋
山
人
魏
萬
・
・
$王
屋
」
に
「
雖
爲
江
 宰
、
好
與
山
公
群
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
人
・
・
名
、
官
職
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
江
 縣
は
西
晉
太
康
二
（
三
一
九
）
年
、
丹
陽
郡
の
統
べ
る
十
一
の
縣
の
一
つ
と
し
て
%立
。
隋

以
&に
つ
い
て
は
「
金
陵
」
の
條
參
照
。
な
お
代
の
縣
治
在
地
は
『
建
康
實
'』
卷
一
に
よ
れ
ば
「
晉
永
嘉
中
、
王
敦
始
爲
建
康
、
創
立
州
。
今
江
 縣
、
置
在
其
西
、
(其
西
)
時
冶
。
東
則
*
・
・
・
・
・
・
・
・
+。」
と
あ
る
。
現
在
の
南
京
市
西
南
、
天
宮
の
あ
た
り
。
昇
州
（
詩
題
一
例
）「
昇
州
王
使
君
忠
臣
」
の
詩
題
に
一
例
の
み
。
地
・
・
名
と
い
う
よ
り
王
忠
臣
な
る
人
物
の
官
職
が
昇
州
刺
史
で
あ
る
こ
と
を
表
す
に
,ぎ
な
い
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。
李
白
在
世
時
に
「
昇
州
」
と
い
う
地
名
が
存
在
し
た
の
は
わ
ず
か
に
三
年
（
た
だ
し
末
の
光
-光
三
〔
八
八
七
〕
年
に
復
活
し
て
い
る
）。
『
.
書
』
「
地
理
志
」
「
上
元
」
の
條
に
よ
れ
ば
至
/二
（
七
五
七
）
年
二
に
、
江
 縣
に
江
 郡
（

0は
江
 ・
句
容
・
當
塗
・
1水
）
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
乾
元
元
（
七
五
八
）
年
に
そ
の
江
 郡
が
昇
州
と
な
る
が
、
上
元
二
（
七
六
一
）
年
に
金
陵
詩
史
に
お
け
る
李
白
の
意
義
（
一
）（
寺
尾
）
43
は
上
元
縣
に
復
し
て
、
屬
も
潤
州
に
っ
た
と
あ
る
。
ち
な
み
に
乾
元
二
年
に
顏
眞
卿
が
昇
州
刺
史
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
鍾
山
（
詩
中
五
例
〔
宋
本
「
登
瓦
官
閣
」
で
は
「
鐘
山
」
に
作
る
が
字
と
見
・
て
「
鍾
山
」
と
し
て
計
測
〕
）「
金
陵
歌
別
范
宣
」
に
「
鍾
山
龍
盤
走
勢
・
・
來
、
秀
色
分
陽
樹
」、「
留
別
金
陵
公
」
に
「
鍾
山
危
波
瀾
、
傾
・
・
側
駭
	鯨
」
な
ど
と
あ
る
。
金
陵
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

存
在
の
山
。
「
金
陵
山
」
（
戰
國
期
）、「
山
」
（
孫
）、「
紫
金
山
」
（
東
晉
）、「
鍾
阜
」
と
い
っ
た
別
名
が
存
在
す
る
。
ま
た
然
と
「
北
山
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
現
在
の
南
京
市
の
東
北
郊
に
位
置
し
、
東
西
七
キ
ロ
、
南
北
三
キ
ロ
、
面
積
二
〇
方
キ
ロ
。
三
峰
か
ら
り
、
峰
の
北
高
峰
は

四
六
八
メ
ー
ト
ル
。
南
京
の
山
々
の
中
で
は
群
を
い
て
高
い
の
で
特
に
目
立
つ
。
『
建
康
實
』
卷
二
引
の
晉
・
張
勃
『

』
に
「
劉
備
曾
使

亮
至
京
（
『

』
は
當
時
の
の
を

江
と
み
な
し
て
い
る
ら
し
い
）、
因
秣
陵
山
阜
、
曰
、
『
鍾
山
龍
盤
、
石
頭
虎
踞
、
此
乃
王
州
。
』
」
（
裴
松
之
『
三
國
志
』

引
『

』
に
は
こ
の
記
事
は
見
え
な
い
）
と
あ
り
、
こ
の

亮
の
言
が
後
の
金
陵
文
學
史
に
大
な
影
を
も
た
ら
し
た
。
石
頭
（
詩
題
一
例
、
詩
中
二
例
）「
翫
金
陵
西
…
棹
歌
秦
淮
 石
頭
・
・
訪
崔
四
侍
御
」
に
「
忽
憶
!衣
人
、
乘
船
 石
頭
」
と
あ
り
、
「
金
陵
・
・
歌
別
范
宣
」
に
「
石
頭
巉
巖
如
虎
踞
、
凌
波
欲
"滄
江
去
」
と
あ
る
。
・
・
石
頭
山
、
あ
る
い
は
石
頭
の
こ
と
。
現
在
の
南
京
西
部
に
、
ほ
ぼ
南
北
に
#び
る
山
。
現
在
で
は
$涼
山
と
呼
ば
れ
る
。


一
九
〇
メ
ー
ト
ル
。
%圍
四
キ
ロ
。
『
建
康
實
』
卷
一
な
ど
に
よ
れ
ば
、
も
と
楚
の
威
王
建
設
の
金
陵
邑
在
地
で
あ
っ
た
が
、
建
安
一
七
（
二
一
二
）
年
（
『
元
和
郡
縣
志
』
卷
二
五
「
江
南
&・
石
頭
」
で
は
建
安
一
六
年
）、
孫
'が
こ
こ
に
(
し
、
「
石
頭
」
と
號
し
た
と
い
う
。
「
石
頭
」
「
石
頭
山
」
の
呼
稱
は
こ
の
時
に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
孫
'
が
を
建
業
に
定
め
、

を
玄
武
湖
南
に
建
設
し
て
か
ら
も
、
石
頭
は
六
)時
代
を
*じ
て
、
重
+な
軍
事
據
點
の
一
つ
で
あ
り
續
け
た
（
『
元
和
郡
縣
志
』
に
「
大
修
(、
以
貯
財
寶
軍
,、
有
戍
」
と
あ
る
）。
・
・
・
・
戰
亂
時
、
金
陵
を
め
ぐ
る
攻
防
の
際
に
は
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
こ
こ
が
爭
奪
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
元
和
郡
縣
志
』
に
よ
れ
ば
、
隋
の
開
皇
九
（
五
八
九
）
年
、
陳
を
滅
ぼ
し
た
後
、
こ
の
石
頭
に

州
が
置
か
れ
た
と
あ
る
。
-の
江
.縣
治
も
こ
の
石
頭
の
東
南
ほ
ど
/く
に
あ
っ
た
の
で
、
隋
-時
代
の
金
陵
の
中
心
地
は
現
在
で
言
え
ば
南
京
西
部
か
ら
西
南
部
に
か
け
て
の
一
帶
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
石
頭
は
-宋
期
に
至
る
ま
で
は
長
江
に
面
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
對
岸
の
白
鷺
洲
と
地
續
き
と
な
っ
て
お
り
、
0に
は
秦
淮
河
の
支
流
が
*っ
て
い
る
。
中
國
古
典
詩
の
中
で
は
「
鍾
山
」
の
項
に
も
1げ
た

亮
の
「
鍾
山
龍
盤
、
石
頭
（『
元
和
郡
縣
志
』
は
「
石
」）
虎
踞
」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
44
の
語
の
影
が
大
き
い
。
ま
た
西
晉
・
左
思
「

賦
」
に
「
戎
車
盈
于
石
」
と
あ
る
の
も
有
名
。
・
・
龍
山
（
詩
中
一
例
）「
殷
淑
、
其
二
」
に
「
白
鷺
洲

、
天
明

客
回
。
	龍
山
後
日
、
早
出

雲
來
」
と
あ
る
。
現
在
の
南
京
市
東
南
・
・
・
に
あ
る
山
。
	龍
山
に
關
す
る
最
古
の
記
と
し
て
は
、『
方
輿
覽
』
卷
一
七
「
建
康
府
・
	龍
山
」
に
「
在
東
南
三
十
里
。
又
陽
縣
北
八
十
里
亦
有
	龍
山
。
洞
口
傴
僂
可
入
其
中
。
廣
不
可
測
。
洞
口
石
上
有
仙
人
跡
。」
と
あ
り
、
つ
い
で
『
景
定
建
康
志
』
卷
一
七
「
山
阜
」
に
「
	龍
山
在
東
南
三
十
五
里
、
迴
二
十
里
、
高
九
十
丈
。
」
と
あ
る
。
管
見
に
よ
る
限
り
李
白
以
の
詩
文
に
は
見
え
ず
、
李
白
の
開
發
し
た
金
陵
詩
跡
の
一
つ
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
『
方
輿
覽
』
に
は
洞
窟
が
あ
り
、
仙
人
跡
も
あ
る
と
い
う
か
ら
、

に
關
心
の

い
李
白
で
あ
れ
ば
こ
そ
目
し
た
地
名
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
「
白
鷺
洲
」
の
「
白
」
字
と
色
對
を

で
き
る
と
い
う
理
由
も
あ
ろ
う
。龍
（
詩
中
一
例
）
右
「
	龍
山
」
に
同
じ
。
「
登
金
陵
冶
西
北
謝
安
」
に
「
白
鷺
映
春
洲
、
	龍
見
暾
」
と
見
え
る
。
・
・
盧
龍
（
詩
中
一
例
）「
三
山
金
陵
寄
殷
淑
」
に
「
盧
龍
霜
氣
冷
、
鵲
・
・
光
」
と
あ
る
。
現
在
の
獅
子
山
。


一
三
〇
メ
ー
ト
ル
。
南
京
市
の
西
北
角
、
西
は
長
江
に
面
し
て
い
る
。
魏
の
曹
操
の
北
征
以
來
、
「
盧
龍
」
と
い
え
ば
北
邊
の
塞
名
（
現
在
の
河
北
省
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
金
陵
の
山
名
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
北
宋
・
樂
史
『
太
寰
宇
記
』
卷
九
〇
「
江
南
東
昇
州
上
元
縣
」
に
「
盧
龍
山
、
在
縣
西
北
二
十
里
、
迴
五
里
、
西
臨
大
江
。
按
『
圖
經
』、
晉
元
初
渡
江
、
此
盡
爲
冦
有
。
以
其
山
 石
頭
、
開
鑿
爲
固
、
故
以
盧
龍
爲
名
。」
・
・
・
・
・
・
・
と
あ
り
、
ま
た
南
宋
・
張
敦
頤
『
六
事
跡
!
"』
（
十
卷
本
）
卷
六
「
盧
龍
山
」
に
も
「『
經
』
云
、
晉
元
初
渡
江
到
此
、
見
山
嶺
綿
#、
$接
石
頭
、
眞
江
上
之
關
塞
。
以
比
北
地
盧
龍
山
、
因
以
爲
名
。
」
と
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
%明
し
て
い
る
。
た
だ
し
六
か
ら
&代
に
か
け
て
の
詩
文
で
は
金
陵
の
「
盧
龍
」
の
例
は
極
め
て
少
な
い
。
李
白
の
當
該
詩
と
李
賀
の
「
'
賦
畫
江
潭
(四
首
、
其
四
」
の
「
)香
熏
宋
鵲
、
*箭
踏
盧
龍
」
と
い
・
・
う
用
例
の
二
例
が
檢
出
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
三
山
（
詩
題
一
例
、
詩
中
二
例
。
仙
山
と
し
て
の
「
三
山
」
は
除
外
し
て
い
る
）
「
三
山
金
陵
寄
殷
淑
」
に
「
三
山
懷
謝
+、
水
澹
長
安
」
と
あ
り
、
・
・
・
・
「
登
金
陵
鳳
凰
臺
」
に
「
三
山
,
-
	天
外
、
一
水
中
分
白
鷺
洲
」
と
・
・
あ
る
。
現
在
の
南
京
市
外
西
南
.二
〇
キ
ロ
の
江
/縣
板
橋
0西
に
あ
る
。
西
側
は
長
江
に
面
し
て
1出
し
て
お
り
、
三
山
磯
と
も
呼
ば
れ
る
。
三
つ
の
山
が
南
北
に
 な
っ
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
南

時
に
は
渡
し
場
が
あ
り
、
交
2の
3衝
で
あ
っ
た
。
『
太
寰
宇
記
』
卷
九
〇
「
江
南
東
昇
州
江
/縣
」
に
「
三
山
、
在
縣
西
南
十
七
里
、
金
陵
詩
史
に
お
け
る
李
白
の
意
義
（
一
）（
寺
尾
）
45
迴
四
里
。
其
山
孤
。
面
東
、
西
大
江
。
按
『
輿
地
志
』
云
、
其
山
積
石
、
濱
於
大
江
、
有
三
峯
南
北
接
、
故
曰
三
山
。

爲
津
。」
と
あ
り
、
『
景
定
建
康
志
』
卷
一
七
「
山
阜
」
に
「
三
山
、
在
西
南
三
十
七
里
。
」
と
あ
る
。
齊
の
謝
の
「
	登
三
山


京
邑
」
と
い
・
・
う
詩
題
に
よ
っ
て
名
に
な
っ
た
山
。
李
白
が
三
山
に
目
し
た
の
も
謝
の
影
と
考
え
ら
れ
る
。
謝
に
よ
り
開
發
さ
れ
、
李
白
に
よ
っ
て
決
定
と
な
っ
た
詩
跡
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
な
お
劉
宋
の
鮑
照
に
も
「


至
三
山
石
頭
」
詩
に
「
兩
江
皎
迥
、
三
山
鬱
駢
羅
」
と
・
・
・
・
あ
り
、
梁
の
范
雲
に
も
「
登
三
山
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
ま
た
古
く
・
・
は
晉
の
樂
府
「
三
洲
歌
」
に
も
「
歡
板
橋
灣
、
相
待
三
山
頭
。
遙
見
・
・
千
幅
帆
、
知
是
逐
風
流
」
「
風
流
不
暫
停
、
三
山
隱
行
舟
。
願
作
比
目
・
・
魚
、
隨
歡
千
里
」
と
あ
る
。
東
山
（
詩
題
一
例
〔
謝
安
の
稱
「
謝
東
山
」
、
び
浙
江
省
の
「
東
山
」
の
ケ
ー
ス
は
除
い
て
い
る
〕
）「
東
山
吟
」
題
下
に
「
土
山
去
江

二
十
・
・
五
里
、
晉
謝
安
攜
妓
之
。
」
と
あ
る
。
風
流
人
に
し
て
救
國
の
雄
た
る
東
晉
の
謝
安
の
別
墅
。
『
太
寰
宇
記
』
卷
九
〇
「
上
元
縣
」
に
も
「
土
山
在
縣
南
三
十
里
。
按
『
丹
陽
記
』
、
晉
太
傅
謝
安
隱
會
稽
東
山
。
因
此
山
擬
之
。
無
巖
石
、
故
謂
土
山
。
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
『
晉
書
』
「
謝
安
傳
」
に
「
登
臺
輔
、
…
又
於
土
山
營
墅
、
樓

・
・
林
竹
甚
、
携
中
外
子

來
游
集
、
肴
饌
亦
屡
費
百
金
、
世
頗
以
此
譏
焉
、
而
安
殊
不
以
屑
意
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
謝
安
の
故
の
東
山
と
同
名
の
別
墅
が
金
陵
に
か
れ
た
と
い
う
傳
承
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
南
京
市
の
南
、
江
縣
東
山
 土
山
が
そ
の
地
に
比
定
さ
れ
る
。
東
土
山
（
詩
中
一
例
）「
東
山
吟
」
に
「
攜
妓
東
土
山
、
悵
然
悲
謝
安
」
・
・
・
と
あ
る
。
右
「
東
山
」
の
項
參
照
。
淮
水
（
詩
中
二
例
。
中
國
第
三
の
大
河
と
し
て
知
ら
れ
る
淮
河
の
ケ
ー
ス
は
除
い
て
あ
る
）「
留
別
曹
南
群
官
之
江
南
」
に
「
淮
水
!王
州
、
金
陵
繞
丹
・
・
陽
」
と
あ
り
、
「
登
瓦
官
閣
」
に
「
鍾
山
對
北
"、
淮
水
入
南
榮
」
と
・
・
あ
る
。
秦
淮
河
の
こ
と
。
長
江
の
支
流
の
一
つ
で
#長
$一
一
〇
キ
ロ
。
現
在
で
は
濟
門
外
で
二
支
流
に
分
か
れ
、
一
つ
は
南
京

%を
流
れ
（
%秦
淮
）、
一
つ
は
南
京
外
を
&る
よ
う
に
流
れ
る
（
外
秦
淮
）。
も
と
の
名
は
龍
'浦
。
秦
の
始
皇
!が
天
子
の
氣
を
斷
ち
切
り
流
し
出
す
た
め
に
作
っ
た
と
さ
れ
る
（
「
金
陵
」
の
項
參
照
）
が
、
『
建
康
實
(』
卷
一
は
「
屈
曲
不
)人
功
、
疑
非
秦
始
皇
開
。
」
と
し
て
、
天
然
の
河
川
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。
李
白
は
「
留
別
曹
南
群
官
之
江
南
」
に
お
い
て
は
、
「
淮
水
!王
州
」
と
、
淮
水
を
金
陵
の
代
名
詞
の
ご
と
・
・
・
く
う
た
っ
て
い
る
。
秦
淮
（
詩
題
一
例
。
詩
中
一
例
）
詩
題
に
「
翫
*金
陵
西
孫
楚
酒
樓
…
棹
歌
秦
淮
石
頭
訪
崔
四
侍
御
」
と
あ
り
、
「
留
別
金
陵
+公
」
に
・
・
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
46
「
至
今
秦
淮
、
禮
樂
秀
群
」
と
あ
る
。
秦
淮
河
の
こ
と
。「
秦
」
字
・
・
を
冠
す
る
の
は
秦
の
始
皇
が
開
い
た
と
い
う
傳
が
あ
る
た
め
。
な
お
現
存
料
を
見
る
限
り
、
「
秦
淮
」
と
い
う
呼
稱
に
つ
い
て
は
、
詩
・
で
は
李
白
・
魏
萬
（
「
金
陵
酬
李
翰
林
謫
仙
子
」
に
「
同
舟
入
秦
淮
、
建
業
・
・
龍
盤
處
」
と
あ
る
）、
文
で
は
顏
眞
卿
（
「
乞
御
書
天
下
放
生
池
額
表
」
に
「
迄
於
昇
州
江
秦
淮
太
	橋
…
」
と
あ
る
な
ど
四
例
）、
史
書
で
は
『
建
康
・
・
實

』
（
七
五
六
年
頃
立
か
）
が
最
も
早
い
。
『
建
康
實

』
卷
一
は
「
古
老
相
傳
、
方
山
西
江
土
山
三
十
里
、
是
秦
始
皇
開
。
又
鑿
石
危
山
西
、
而
疎
決
此
浦
、
後
人
因
名
秦
淮
也
。
」
と
す
る
。
お
そ
ら
く
李
・
・
白
の
時
代
頃
に
定
し
た
名
稱
で
あ
ろ
う
。
南
渡
橋
（
詩
中
一
例
）
在
地
不
詳
。
『
景
定
建
康
志
』
卷
一
六
に
「
南
渡
橋
、
李
白
『
與
酒
客
數
人
棹
歌
秦
淮
石
頭
訪
崔
四
侍
御
』
詩
云
『
舟
共
袂
、
行
上
南
渡
橋
』
。
乃
秦
淮
上
橋
也
。
今
不
詳
其
處
。
」
・
・
・
と
あ
る
。
後
湖
（
詩
中
一
例
）「
金
陵
三
首
、
其
二
」
に
「
空
餘
後
湖
、
波
上
對
・
・
江
州
」
と
あ
る
。
古
名
は
「
桑
泊
」
。
別
名
「
玄
武
湖
」
「
北
湖
」
「
秣
陵
湖
」「
陵
湖
」「
昆
明
湖
」「
湖
」「
武
湖
」
な
ど
。
金
陵
最
大
の
湖
。
六
時
代
は
、

の
す
ぐ
北
に
位
置
す
る
こ
と
も
あ
っ
て

宴
や
水
軍
の
訓
場
と
し
て
し
ば
し
ば
文
獻
に
登
場
し
て
い
る
。
北
湖
（
詩
題
一
例
。
詩
中
一
例
）
右
「
後
湖
」
に
同
じ
。
「
新
林
浦
阻
風
寄
友
人
」
に
「
昨
日
北
湖
、
開
已
滿
枝
」
と
あ
り
、
ま
た
詩
題
に
・
・
「
春
日
陪
楊
江


官
宴
北
湖
感
古
作
」
と
あ
る
。
・
・
湖
（
詩
題
一
例
。
詩
中
一
例
）「
友
人

湖
」
に
「
君

湖
、
・
・
・
・
應
見

發
」
と
あ
る
。
在
地
不
明
。
當
該
詩
中
に
「
金
陵
」
「
新
林
浦
」
等
の
地
名
が
登
場
す
る
の
で
金
陵
付
と
思
わ
れ
る
。
『
李
白
大
辭
典
』
は
玄
武
湖
の
こ
と
と
す
る
。
湖
（
詩
中
一
例
）「
金
陵
白
楊
十
字
巷
」
に
「
白
楊
十
字
巷
、
北
夾
湖 ・

 」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
「
!
」
の
"り
。
孫
#の
時
に
開
鑿
さ
・れ
た
、
玄
武
湖
と
$
・
%溪
・
秦
淮
河
を
繋
ぐ
$河
（
『
建
康
實

』
卷
二
に
詳
細
な
明
が
あ
る
）
。
&體
'な
位
置
に
つ
い
て
は
盧
(鳴
『
六


』
（
南
京
出
版
)、
二
〇
〇
二
年
）
第
二
章
「
建
康
'規
劃
・
營
建
與
布
局
」

*の
地
圖
が
わ
か
り
や
す
い
。
白
楊
十
字
巷
（
詩
題
一
例
。
詩
中
一
例
）「
金
陵
白
楊
十
字
巷
」
に
「
白
・
・
・
・
・
・
楊
十
字
巷
、
北
夾
湖

 」
と
あ
る
。
「
湖
」
が
「
!
」
の
こ
と
・
・
・
・
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
北
に
挾
む
と
い
う
の
だ
か
ら
、
六


の
北
壁
沿
い
に
流
れ
る
!
の
ほ
と
り
の
 と
交
差
す
る
十
字
路
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
王
+
び
『
新
版
・
李
白
,集
-年
.釋
』
『
李
白
,集
校
.彙
釋
集
/』
は
『
六
事
跡
-
0』
の
「
白
楊
路
、『
圖
經
』
云
、
縣
南
十
二
里
石
山
岡
之
1
 是
也
。
」
と
い
う
記
2を
引
く
が
、
!

は
「
縣
南
十
二
里
」
ま
で
は
3び
て
お
ら
ず
、
位
置
'に
4が
あ
る
。
金
陵
詩
史
に
お
け
る
李
白
の
意
義
（
一
）（
寺
尾
）
47
白
鷺
洲
（
詩
題
一
例
、
詩
中
三
例
）「
宿
白
鷺
洲
寄
楊
江
」
に
「
別
・
・
・
朱
雀
門
、
棲
白
鷺
洲
」、「
殷
淑
、
其
二
」
に
「
白
鷺
洲

、
天
・
・
・
・
・
・
明
客
回
」、「
登
金
陵
鳳
凰
臺
」
に
「
三
山

	

天
外
、
一
水
中
分
白
鷺
洲
」
と
あ
る
。
長
江
に
あ
る
廣
大
な
中
洲
。
現
在
の
南
京
市
西
部
、
・
・
・
水
西
門
外
に
位
置
す
る
。
長
江
の
流
れ
が
西
に
移
っ
た
た
め
、
現
在
は
陸
續
き
と
な
っ
て
い
る
。
北
宋
・
李
等
『
太
御
覽
』
卷
六
九
「
洲
」
に
「
『
丹
陽
記
』
曰
、
白
鷺
洲
在
縣
西
三
里
。
江
中
心
。
南
邊
新
林
浦
、
西
對
白
鷺
洲
。
洲
在
大
江
中
。
多
聚
白
鷺
、
因
名
之
。」
と
あ
る
。
李
白
以
に
ほ
と
ん
ど
用
例
を
見
な
い
。
白
烏
洲
（
詩
中
一
例
）「
洗
脚
亭
」
に
「
西
白
烏
洲
、
蘆
似
霜
」
・
・
・
と
あ
る
。
文
脈
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
「
白
鷺
洲
」
の
り
。
新
林
浦
（
詩
題
一
例
。
詩
中
二
例
）「
新
林
浦
阻
風
寄
友
人
」
に
「
明
發
・
・
・
新
林
浦
、
空
吟
謝
眺
詩
」、「
友
人

湖
」
に
「
暫
行
新
林
浦
、
定
・
・
・
・
・
・
醉
金
陵
」
と
あ
る
。
謝
に
「
之
宣
郡
出
新
林
浦
向
板
橋
」
と
す
・
・
・
る
詩
題
が
あ
る
。『
景
定
建
康
志
』
卷
一
九
に
「
在
西
南
二
十
里
。」
と
あ
る
。
六
以
來
、
名
な
船
場
。
板
橋
浦
（
詩
題
一
例
。
詩
中
一
例
）「
秋
夜
板
橋
浦
泛
獨
懷
謝
」
・
・
・
に
「
獨
板
橋
浦
、
古
人
誰
可
」
と
あ
る
。
謝
に
「
之
宣
郡
出
・
・
・
新
林
浦
向
板
橋
」
と
す
る
詩
題
が
あ
る
。
『
景
定
建
康
志
』
卷
一
九
に
・
・
「
在
西
南
三
十
里
。」
と
あ
る
。
六
以
來
、
名
な
船
場
。
金
陵
か
ら
長
江
東
岸
に
沿
っ
て
遡
る
場
合
、
石
頭

↓新
亭
↓新
林
浦
↓板
橋
浦
↓三
山
↓采
石
磯
と
い
う
ル
ー
ト
が
六
以
來
定
し
て
い
る
。
星
石
（
詩
題
下
一
例
）
「
金
陵
江
上
蓬
池
隱
」
の
題
下
に
「
時
於
	星
石
上
以
紫
綺
裘
換
酒
爲
歡
」
と
あ
る
。『
景
定
建
康
志
』
卷
・
・
・
一
七
「
岡
嶺
」
に
「
	星
岡
、
一
名
	星
。
在
西
北
九
里
。
…
又
江
縣
西
五
十
里
、
臨
江
亦
有
	星
岡
。
」
と
あ
り
、
そ
の
「
事
跡
」
の
項
に
「
李
白
嘗
於
	星
石
以
紫
綺
裘
換
酒
飮
爲
歡
。
皆
此
地
也
。
」
・
・
・
と
あ
る
。『
李
白
大
辭
典
』
は
「
板
橋
」
に
あ
る
と
す
る
。
景
陽
井
（
詩
中
一
例
）「
金
陵
歌
別
范
宣
」
に
「
天
子
龍
沈
景
陽
井
、
・
・
・
誰
歌
玉
樹
後
庭
」
と
あ
る
。
陳
の
景
陽
宮
の
井
。
『
景
定
建
康
志
』
卷
一
九
「
井
泉
」
に
「
在
臺

。
」
と
あ
る
。
現
在
で
は
玄
武
湖
南
、
鷄
籠
山
鷄
鳴
寺
（
か
つ
て
の
同
泰
寺
）
に
あ
る
。
陳
後
 が
二
人
の
寵
!と
隱
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
隋
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
た
と
い
う
故
事
で
有
名
。
別
名
「
臙
脂
井
」「
辱
井
」。
崗
（
詩
題
一
例
）
詩
題
に
「
登
崗
金
陵
"族
#高
座
寺
$中
孚
」
・
・
と
あ
る
。
一
名
「
嶺
崗
」。『
李
白
大
辭
典
』
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
雨
臺
の
東
部
。
亭
%多
く
、
六
以
來
、
詩
人
覽
の
地
で
あ
っ
た
。
『
太
寰
宇
記
』
卷
九
〇
「
江
縣
」
に
「
嶺
崗
、
在
縣
南
九
里
、
&迴
六
里
。
『
輿
地
志
』
云
、
在
國
門
之
東
。
晉
豫
章
太
守
磧
頤
家
於
岡
下
、
民
名
之
。」
と
あ
り
、『
景
定
建
康
志
』
卷
一
七
「
岡
嶺
」
に
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
48
「
上
有
亭
、
爲
士
庶
春
。」
と
あ
る
。
高
座
寺
（
詩
題
一
例
）
詩
題
に
「
登
崗
金
陵
族
高
座
寺
中
・
・
・
孚
」
と
あ
る
。『
李
白
大
辭
典
』
に
よ
れ
ば
、
雨
	臺
嶺
崗
上
に
あ
っ
た
寺
。
『
景
定
建
康
志
』
卷
四
六
「
寺
院
」
に
「
一
名
永

寺
。
在

南
門
外
。
晉
咸
康
中
。
又
名
甘
露
寺
。
嘗
有
雲
光
法
師
法
經
於
寺
、
天
	散
。」
と
あ
っ
て
、「
雨
	臺
」
の
地
名
の
由
來
と
も
な
っ
て
い
る
名
な
寺
院
。
鵲
觀
（
詩
中
一
例
）「
夜
金
陵
懷
古
」
に
「
臺
傾
鵲
觀
、
宮
沒
鳳
・
・
・
凰
樓
」
と
あ
る
。
謝
「
暫
使
下
夜
發
新
林
至
京
邑
西
府
同
僚
」
に
「
金
波
麗
鵲
、
玉
繩
低
建
章
」
と
あ
る
。
謝
の
場
合
、
齊
の
宮
・
・
中
の
樓
を
の
武
が
長
安
に
い
た
「
鵲
」
（
甘
泉
宮
）、
「
建
章
宮
」
（
未
央
宮
西
）
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
洪
順
『
謝
宣
集
校
』〔
臺
灣
中
書
局
、
一
九
六
九
年
〕
等
を
參
照
）。
李
白
も
お
そ
ら
く
謝
の
發
想
を
踏
襲
し
て
い
る
。
鵲
樓
（
詩
中
二
例
）「
永
王
東
歌
、
其
四
」
に
「
春
風
試
昭
陽
殿
、
明



鵲
樓
」
と
あ
り
、
「
金
陵

江
」
に
「
耿
耿
金
波
裏
、
・
・
・
空
瞻
鵲
樓
」
と
あ
る
。
右
「
鵲
」
を
參
照
。
・
・
・
鵲
（
詩
中
一
例
）「
三
山
金
陵
寄
殷
淑
」
に
「
盧
龍
霜
氣
冷
、
鵲
・
・
光
 」
と
あ
る
。
右
「
鵲
」
を
參
照
。
建
章
闕
（
詩
中
一
例
）「
秋
夜
板
橋
浦
泛
獨
!懷
謝
」
に
「
斜
低
建 ・
章
闕
、
耿
耿
對
金
陵
」
と
あ
る
。「
建
章
宮
」
の
こ
と
。
右
「
鵲
」
・
・
を
參
照
。
た
だ
し
『
宋
書
』「
"廢
紀
」
に
「
以
北
邸
爲
建
章
宮
。」
と
あ
り
、
劉
宋
時
代
に
建
康
宮
（
い
わ
ゆ
る
臺
）
の
北
側
に
建
章
宮
な
る
名
稱
の
建
物
も
存
在
し
た
。
昭
陽
殿
（
詩
中
一
例
。
た
だ
し
長
安
の
「
昭
陽
殿
」
は
除
く
）「
永
王
東

歌
、
其
四
」
に
「
春
風
試
昭
陽
殿
、
明



鵲
樓
」
と
あ
る
。
・
・
・
六
#建
康
宮
の
建
物
を
趙
飛
燕
故
事
で
名
な
の
長
安
の
昭
陽
殿
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
。
雙
闕
（
詩
中
一
例
）「
鼓
吹
入
#曲
」
に
「
濟
濟
雙
闕
下
、
歡
$樂
恩
榮
」
・
・
と
あ
る
。
直
接
に
は
「
古
詩
十
九
首
、
其
三
」
の
「
兩
宮
遙
相
、
雙 ・
闕
百
餘
尺
。
極
宴
$心
意
、
戚
戚
何

%。
」
&び
左
思
「
'
賦
」
・の
「
朱
闕
雙
立
、
馳
(如
砥
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
（
な
ど
に
あ
る
）
壯
・
・
・
・
麗
な
重
)
*
の
闕
（
ひ
い
て
は
そ
の
に
あ
る
宮
殿
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
王
+は
「
石
闕
」
の
こ
と
と
し
て
、
『
景
定
建
康
志
』
卷
二
〇
「
石
闕
、
『
南
#宮
,記
』
曰
、
晉
元
於
宮
"立
闕
、
衆
議
未
定
。
王
-指
牛
頭
山
爲
天
闕
、
不
別
立
闕
。
宋
孝
武
大
明
七
年
、
於
.
・
梁
山
（
天
門
山
の
こ
と
）
立
雙
闕
。
梁
置
石
闕
、
在
端
門
（
太
極
殿
の
南
門
）
外
。
」
を
引
く
。
な
お
「
石
闕
」
に
つ
い
て
は
『
六
#事
跡
/
0』
卷
三
に
も
「
縣
北
五
里
有
四
石
闕
、
在
臺
之
門
南
、
高
五
丈
、
廣
三
丈
六
寸
。
梁
武


。」
と
あ
る
。
金
陵
詩
史
に
お
け
る
李
白
の
意
義
（
一
）（
寺
尾
）
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白
門
（
詩
中
四
例
）「
楊
叛
兒
」
に
「
何
許
最
關
人
、
烏
啼
白
門
柳
」
、
・
・
「
新
林
浦
阻
風
寄
友
人
」
に
「
今
白
門
（
王
本
な
ど
は
「
東
門
」）
柳
、
・
・
夾
垂
絲
」、「
金
陵
張
十
一
再
東
」
に
「
春
光
白
門
柳
、
霞
・
・
色
赤
	天
」
、
「
金
陵
酒
肆
留
別
」
に
「
白
門
（
王
本
な
ど
は
「
風
吹
」
）
・
・
柳

滿
店
香
、

壓
酒
喚
客
嘗
」
と
あ
る
。
『
治
鑑
』
卷
一
四
四
の
胡
三
省
「
白
門
、
建
康
	西
門
也
。
西
方
色
白
、
故
以
爲
稱
。」
に
從
う
も
多
い
が
（
『
新
版
・
李
白
集
年
釋
』
『
李
白
集
校
彙
釋
集
』
な
ど
）、
む
し
ろ
胡
三
省
の
は
孤
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
建
康
實
』
卷
七
「
宣
陽
門
、
本

開
、
對

	門
。
世
謂
之
白
・
・
・
・
門
。
」
と
あ
る
よ
う
に
六


	の
南
門
で
あ
る
宣
陽
門
の
俗
稱
と
す
・る
の
が
金
陵
關
係
の
地
志
で
は
一
般
。
當
初
、

建
業
は
側
に
宮
	、
外
側
に

	の
二
重

で
あ
っ
た
が
、

	に
は
、
唯
一
、
宣
陽
門
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
こ
の
門
は
以
後
も
繼
續
に
特
別
さ
れ
、
六


	の
シ
ン
ボ
ル
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
て
、
や
が
て
「
白
門
」
と
い
う
俗
稱
も
金
陵
そ
の
も
の
を
指
す
代
名
詞
と
も
な
っ
た
（
郁
賢
『
李
白
詩
』、『
李
白
大
辭
典
』
參
照
）。
白
下
門
（
詩
中
一
例
）「
金
陵
白
下
亭
留
別
」
に
「
驛
亭
三
楊
樹
、
正
當
白
下
門
」
と
あ
る
。
詩
題
び
詩
句
か
ら
考
え
て
、
金
陵
地
 
の
驛
・
・
・
亭
、
お
そ
ら
く
白
下
驛
（
王
勃
詩
の
詩
題
に
「
白
下
驛
餞
!少
府
」
と
あ
る
・
・
・
の
と
同
一
場
と
考
え
ら
れ
る
）
の
門
を
指
す
。
在
地
に
つ
い
て
は
"
項
「
白
下
亭
」
參
照
。
白
下
亭
（
詩
題
一
例
、
詩
中
二
例
）「
獻
從
叔
當
塗
宰
陽
冰
」
に
「
小
子
別
金
陵
、
來
時
白
下
亭
」、「
留
別
金
陵
#公
」
に
「
五
$金
陵
西
、
%
・
・
・
余
白
下
亭
」
、
詩
題
に
「
金
陵
白
下
亭
留
別
」
と
あ
る
。
驛
亭
の
名
。
・
・
・
・
・
・
在
地
に
つ
い
て
は
李
白
の
言
に
よ
れ
ば
「
金
陵
の
西
」
（
李
白
當
時
の
・
金
陵
の
中
心
は
、
縣
治
も
含
め
て
冶
	、
す
な
わ
ち
現
在
の
南
京
市
の
西
、

天
宮
一
帶
か
ら
そ
の
南
に
か
け
て
）
で
あ
る
が
、
多
く
の
李
白
關
係
の

釋
書
は
宋
代
の
江
&府
（
建
康
府
）
	の
東
門
付
'（
現
在
の
大
中
橋
付
'）
と
す
る
。
お
そ
ら
く
北
宋
・
王
安
石
「
東
門
」
詩
に
「
東
門
白
下
亭
」
と
あ
る
の
が
そ
の
根
據
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
の
東
門
と
は
南
!時
代
に
新
た
に
造
ら
れ
た
金
陵
府
の
	門
の
こ
と
で
、
!代
の
江
&縣
治
の
は
る
か
東
側
に
位
置
し
て
お
り
、
李
白
の
西
側
と
・
す
る
發
言
と
は
矛
盾
す
る
。
從
っ
て
『
景
定
建
康
志
』
卷
二
二
「
	闕
志
」
や
元
・
張
鉉
『
至
正
金
陵
新
志
』
卷
一
二
「
	闕
・
官
(」
は
、
白
下
亭
は
東
西
二
カ
に
あ
る
か
、
と
疑
義
を
)し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
李
白
の
言
う
「
白
下
亭
」
（
あ
る
い
は
王
勃
の
「
白
下
驛
」
）
は
!の
初
期
、
一
時
期
縣
治
を
置
い
た
「
白
下
縣
	」
が
後
に
驛
亭
と
な
り
、
「
白
下
亭
」
と
稱
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。『
太
*寰
宇
記
』
卷
九
〇
「
上
元
縣
」
に
「
故
白
下
縣
	、
在
縣
西
北
十
四
里
。
・
・
・
『
輿
地
志
』
云
、
本
江
乘
縣
白
石
壘
。
齊
武
+以
白
下
地
衣
帶
江
山
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
50
移
琅
郡
、
居
之
。
陳
廢
。
武
元
年
、
罷
金
陵
縣
、

於
此
。
・
・
・
・
因
其
名
。
貞
	十
七
年
又
移


郭
。
其
乃
廢
。
」
と
あ
る
。
な
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
お
『
李
白
大
辭
典
』
で
は
、
こ
の
西
北
側
の
白
下
亭
を
明
代
（
び
現
代
）
の
金
川
門
外
の
あ
た
り
と
推
定
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
冶
か
ら
見
て
眞
北
か
ら
や
や
西
よ
り
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
朱
雀
門
（
詩
中
一
例
）「
宿
白
鷺
洲
寄
楊
江
」
に
「
別
朱
雀
門
、

・
・
・
棲
白
鷺
洲
」
と
あ
る
。
『
建
康
實
』
卷
九
に
「
（
晉
孝
武
太
元
三
年
二
）
…
又
朱
雀
門
重
樓
、
皆
繍

井
、
門
開
三
、
上
重
名
朱
雀
	。」
と
あ
り
、
ま
た
「
按
地
圖
、
朱
雀
門
北
對
宣
陽
門
、
相
去
六
里
、
名
爲
御
。
夾
開
御
、
植
柳
。
朱
雀
門
南
渡
淮
、
出
國
門
、
去
園
門
五
里
。
時
名
爲
大
航
門
、
亦
名
朱
雀
門
。
」
と
あ
る
。
宣
陽
門
（
白
門
）
が

の
正
門
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
そ
の
南
に
位
置
す
る
朱
雀
門
は
、
廣
く
金
陵
と
い
う
市
そ
の
も
の
へ
の
入
り
口
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
。
長
干
（
詩
題
一
例
〔
「
長
干
行
、
其
二
」
は
李
白
の
作
で
な
い
と
考
え
て
除
い
て
い
る
〕、
詩
中
二
例
）「
長
干
行
」
に
「
同
居
長
干
里
、
兩
小
無
猜
」
・
・
・
・
と
あ
り
、
「
越
女
詞
、
其
一
」
に
「
長
干
兒
女
、
眉
目
新
」
と
・
・
あ
る
。
『
文
』
卷
五
・
左
思
「

賦
」
に
「
長
干
屬
、
飛
甍
舛
互
」
と
あ
り
、
劉
逵
に
「
建
有
山
、
其
 
!地
、
吏
民
居
之
。
故
號
爲
干
。
中
有
大
長
干
・
小
長
干
、
皆
相
屬
。
」
と
あ
る
。
ま
た
『
建
康
實
』
卷
二
に
「
其
長
干
是
里
巷
名
。
江
東
謂
山
隴
之
 曰
干
。
建
康
南
五
里
有
山
岡
、
其
 
!地
、
民
庶
雜
居
。
有
大
長
干
・
小
長
干
・
東
長
干
、
竝
是
地
里
名
。
小
長
干
在
瓦
官
南
、
巷
西
頭
出
江
也
。
」
と
あ
る
。
大
長
干
は
現
在
の
中
"門
（
聚
寶
門
）
外
、
小
長
干
は
鳳
凰
臺
び
瓦
官
寺
の
南
あ
た
り
と
比
定
さ
れ
る
。
六
か
ら
代
に
か
け
て
、
冶
か
ら
長
干
に
い
た
る
こ
の
一
帶
は
最
も
#
"な
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
瓦
官
閣
（
詩
題
一
例
、
詩
中
二
例
）「
$江
詞
、
其
一
」
に
「
一
風
三
日
吹
倒
山
、
白
浪
高
於
瓦
官
閣
」
と
あ
り
、
「
登
瓦
官
閣
」
に
「
晨
登
瓦
・
・
・
・
・
・
・
官
閣
、
極
眺
金
陵
」
と
あ
る
。
瓦
官
閣
は
瓦
官
寺
（
い
ず
れ
も
「
官
」
・
・
を
「
棺
」
と
す
る
こ
と
も
あ
る
）
に
あ
っ
た
高
%の
樓
閣
。
南
期
に
は
そ
の
年
號
を
取
っ
て
「
昇
元
閣
」
「
昇
元
寺
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
南
の
金
陵
府
の

&西
南
角
に
位
置
す
る
（
宋
元
時
代
の
壁
、
び
明
代
の
應
天
府
壁
も
西
南
角
は
位
置
に
ほ
と
ん
ど
動
い
て
い
な
い
。
從
っ
て
現
代
の
南
京
市
に
お
い
て
も
西
南
角
に
位
置
す
る
。
瓦
官
寺
は
小
規
'な
が
ら
現
在
も
存
續
し
て
い
る
）。
『
景
定
建
康
志
』
卷
二
二
「
闕
」
に
「
昇
元
閣
、
在
昇
元
寺
、
(瓦
棺
寺
也
。
在
西
南
隅
。」
と
あ
り
、
そ
の
「
考
證
」
に
「
京
師
寺
記
、
瓦
棺
寺
有
瓦
棺
閣
。
乃
梁

)建
。
高
二
百
四
十
尺
。
」
と
あ
る
。
ま
た
『
方
輿
*覽
』
卷
一
四
「
江
東
路
建
康
府
」
に
「
+瞰
江
面
、
後
據
嵩
岡
、
最
爲
古
跡
。
」
と
あ
る
よ
う
金
陵
詩
史
に
お
け
る
李
白
の
意
義
（
一
）（
寺
尾
）
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に
、
か
つ
て
は
す
ぐ
西
側
に
は
長
江
び
白
鷺
洲
、
北
に
は
秦
淮
河
、
東
に
は
鳳
凰
臺
の
あ
る
鳳
凰
山
と
い
っ
た
よ
う
に
、
風
光
明
媚
な
景

の
地
に
位
置
し
て
い
た
。
代
に
お
い
て
も
こ
の
寺
院
は
非
常
に
ん
で
、
杜
甫
の
詩
題
に
も
「
許
八
拾
歸
江
覲
省
甫
昔
時
嘗
客
	此
縣
於
許
生
處
乞
瓦
棺
寺
維

圖
樣
志
篇
末
」
と
あ
り
、
ま
た
名
な
・
・
・
代
小
「
謝
小
娥
傳
」
な
ど
に
も
登
場
し
て
い
る
。
戴
逵
鑄
の
五
の
銅
佛
像
、

之
の
い
た
「
維

詰
像
」
壁
畫
、
獅
子
國
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
傳
來
の
白
玉
佛
像
は
「
三
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
寺
院
の
名
物
と
な
っ
て
い
た
（
蒋
贊
初
『
南
京
史
話
』
〔
江
蘇
人
民
出
版
、
一
九
八
〇
年
〕
第
七
章
參
照
）。
闔
（
詩
中
一
例
）「
登
瓦
官
閣
」
に
「
門
餘
闔
字
、
樓
識
鳳
凰
名
」
・
・
と
あ
る
。
「
闔
」
と
は
本
來
魏
六
の
詩
文
に
し
ば
し
ば
見
え
る
崑
崙
山
に
あ
る
と
傳
え
ら
れ
る
天
の
門
。
李
白
の
用
例
の
場
合
、
瓦
官
寺
の
門
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
六


の
門
な
の
か
不
明
瞭
。
後
で
あ
る
と
す
れ
ば
劉
宋
元
嘉
年
に

の
西
南
に
建
て
ら
れ
た
「
闔
門
」
（
の
ち
の
「
南
掖
門
」
）
の
こ
と
と
な
る
（
現
在
の
新
街
口
あ
た
り
）。
鳳
凰
臺
（
詩
題
二
例
、
詩
中
二
例
。
宋
本
で
は
「
凰
」
字
は
て
「
皇
」
字
に
作
る
が
行
字
に
改
め
る
）「
金
陵
鳳
凰
臺
置
酒
」
に
「
置
酒

景
、
・
・
・
金
陵
鳳
凰
臺
」
と
あ
り
、「
登
金
陵
鳳
凰
臺
」
に
「
鳳
凰
臺
上
鳳
凰
	、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
鳳
去
臺
空
江
自
流
」
と
あ
る
。
瓦
官
寺
の
す
ぐ
東
側
に
位
置
す
る
。
現
在
の
南
京
市
西
南
、
 露
崗
上
、
第
四
十
三
中
學
の
校
!。
『
太
"寰
宇
記
』
卷
九
〇
「
江
縣
」
に
「
鳳
凰
山
、
在
縣
北
一
里
、
#迥
$三
井
岡
。
%
&至
死
馬
澗
。
宋
元
嘉
十
六
年
有
三
鳥
'集
此
山
、
(如
孔
雀
、
文
)五
色
、
*聲
諧
和
、
衆
鳥
群
集
、
因
置
鳳
凰
里
、
+臺
於
山
、
號
爲
鳳
凰
山
。
」
と
あ
る
。
,在
地
の
明
と
し
て
は
他
に
南
宋
・
王
象
之
『
輿
地
紀
』
卷
一
七
「
江
南
東
路
・
建
康
府
」
に
「
鳳
凰
臺
、
故
基
在
保
寺
後
。
」
、
『
六
事
跡
-
.』
卷
六
に
「
鳳
臺
山
、
…
在
府
西
南
二
里
、
今
保
寺
是
也
。
」
な
ど
と
あ
る
。
李
白
が
登
っ
た
樓
臺
自
體
は
宋
代
に
は
失
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
南
宋
の
寶
/年
に
再
建
さ
れ
て
い
る
（『
景
定
建
康
志
』
參
照
）。
李
白
の
「
登
金
陵
鳳
凰
臺
」
に
よ
っ
て
飛
0
1に
有
名
に
な
っ
た
樓
臺
で
あ
る
。
鳳
凰
樓
（
詩
中
一
例
）「
2夜
金
陵
懷
古
」
に
「
臺
傾
3鵲
觀
、
宮
沒
鳳 ・
凰
樓
」
と
あ
る
。
右
「
鳳
凰
臺
」
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
・
・
謝
安
（
詩
題
一
例
。
詩
中
一
例
）「
登
金
陵
冶
西
北
謝
安
4」
の
題
・
・
・
下
5に
「
此
4
6晉
太
傅
謝
安
與
右
軍
王
羲
之
同
登
、
超
然
有
高
世
之
志
。
余
將
營
園
其
上
、
故
作
是
詩
也
」
と
あ
り
、
詩
中
に
「
冶
訪
古
跡
（
一
作
「
至
今
古
隅
」
）、
7有
謝
安
4」
と
あ
る
。
「
冶
」
の
,
・
・
・
在
地
は
現
在
の
南
京
市
の
西
南
、
莫
愁
湖
の
東
、
冶
山
（
冶
山
）
上
に
あ
る
天
宮
（
明
の
洪
武
年
に
文
武
百
官
ら
が
賀
の
8
9を
行
っ
た
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
52
と
こ
ろ
）
の
あ
た
り
に
比
定
さ
れ
る
。
代
の
江
縣
治
も
こ
の
付

に
あ
っ
た
。
地
名
の
由
來
に
つ
い
て
は
『
太
寰
宇
記
』
卷
九
〇
「
上
元
縣
」
に
「
古
冶
、
在
今
縣
西
五
里
。
本
（
春
秋
時
代
の
）
鑄
冶
之
地
、
因
以
爲
名
。
」
と
あ
る
。
李
白
詩
の
題
下
に
も
あ
る
よ
う
に
『
世
	新
語
』
「
言
語
」
に
見
え
る
王
羲
之
と
謝
安
の
對
話
で

名
に
な
っ
た
と
こ
ろ
。
『
世
	』
原
文
に
は
「
王
右
軍
與
謝
太
傅
共
登
冶
、
謝
悠
然
想
、
有
高
世
之
志
。
」
と
あ
る
。
な
お
謝
靈
の
「
撰
征
賦
」
に
も
「
冶
而
北
屬
、
懷
文
獻
之
收
揚
」
と
あ
る
。
「
謝
安
・
・
」
は
李
白
の
詩
題
に
よ
れ
ば
そ
の
冶
の
西
北
に
あ
る
。
確
か
に
現
在
の
天
宮
の
北
か
ら
西
北
に
か
け
て
は
今
も
小
高
い
丘
陵
地
帶
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
王
安
石
「
謝
安
」
詩
に
は
「
我
名
公
字
偶
相
同
、
我
屋
公
在
眼
中
」
と
あ
り
、
自
ら
が
隱
棲
し
て
い
た
山
園
（
現
在
の
・
・
・
南
京
市
東
端
、
南
京
物
院
の
北
、
軍
指
揮
學
院
）
の
す
ぐ
付
に
「
謝
安
」
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
が
、
お
そ
ら
く
は
李
白
の
聞
い
た
も
の
と
は
な
る
傳
承
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
位
置
に
「
冶
」
在
地
か
ら
は
懸
け
離
れ
て
い
る
。『
景
定
建
康
志
』
卷
一
七
「
岡
嶺
・
謝
公
」
も
、
王
安
石
の
そ
れ
は
、
謝
元
び
そ
の
子
孫
の
謝
靈
ら
の
居
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
す
る
。
冶
（
詩
題
一
例
。
詩
中
一
例
）「
登
金
陵
冶
西
北
謝
安
」
に
「
冶
・
・
・
訪
古
跡
」
と
あ
る
。
右
「
謝
安
」
の
項
參
照
。
・
孫
楚
酒
樓
（
詩
題
一
例
）
詩
題
に
「
翫
金
陵
西
孫
楚
酒
樓
…
」
と
・
・
・
・
あ
る
。『
景
定
建
康
志
』
卷
二
一
「
樓
閣
・
李
白
酒
樓
」
に
「
在
西
。」
と
あ
り
、
「
考
證
」
と
し
て
李
白
の
「
翫
金
陵
西
孫
楚
酒
樓
…
」
詩
を
げ
る
（
『
至
正
金
陵
新
志
』
卷
一
二
「
闕
・
官
」
「
李
白
酒
樓
」
も
ほ
ぼ
同
じ
）。
宋
代
に
お
い
て
す
で
に
「
孫
楚
」
（
東
晉
の
風
流
人
・
詩
人
）
の
名
が
「
李
白
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
陳
濟
民

『
金
陵
掌
故
』
（
南
京
出
版
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
在
地
は
現
在
の
莫
愁
湖
の
東
南
、
水
西
門
西
水
關
の
南
側
あ
た
り
。
か
つ
て
は
ち
ょ
う
ど
秦
淮
河
と
長
江
の
交
わ
る
地
點
で
、
す
ぐ
對
岸
に
白
鷺
洲
が
見
渡
せ
た
。
こ
の
あ
た
り
は
宋
代
に
な
る
と
「
賞
心
亭
」
な
ど

名
な
建
物
が
軒
を
ね
る
 樂
街
と
な
っ
た
。
孫
楚
樓
（
詩
中
一
例
）「
翫
金
陵
西
孫
楚
酒
樓
…
」
詩
に
「
沽
金
陵
酒
、
歌
吹
孫
楚
樓
」
と
あ
る
。
右
「
孫
楚
酒
樓
」
に
同
じ
。
・
・
・
王
處
士
水
亭
（
詩
題
一
例
）
詩
題
に
「
題
金
陵
王
處
士
水
亭
」
と
あ
り
、
・
・
・
・
・
題
下
に
「
此
亭
蓋
齊
南
!、
又
是
陸
機
故
宅
」
と
あ
る
。
「
齊

南
!」
は
梁
の
何
遜
「
南
!」
、
何
思
澄
「
南
!逢
美
人
」
、
"
#吾
「
南
!看
人
$」
に
見
え
る
「
南
!」
の
こ
と
か
。
す
で
に
『
宋
書
』
「
明
%紀
」
に
そ
の
名
稱
が
見
え
る
。
六
人
&樂
の
地
で
あ
っ
た
。
盧
鳴
『
六

'
』
第
九
章
第
一
(「
皇
%園
林
」
「
南
!」
に
よ
れ
ば
、
在
地
は
「
秦
淮
河
南
岸
秣
陵
縣
建
興
里
」
と
あ
る
。
ま
た
金
陵
詩
史
に
お
け
る
李
白
の
意
義
（
一
）（
寺
尾
）
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「
陸
機
故
宅
」
は
西
晉
の
詩
人
・
陸
機
の
邸
宅
。『
建
康
實
』
卷
一
に
「
（
越
）
東
南
角
、
故

國
門
橋
西
北
、

牙
門
將
軍
陸
機
宅
。
故
機
入
晉
、
作
『
懷
賦
』
曰
、
東
之
紆
余
。
此
。
」
と
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
朱
雀
門
外
西
南
	一
キ
ロ
に
位
置
す
る
越
（
越
王
）
付
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
「
南

」
の
位
置
と
も
矛
盾
し
な
い
）。
「
王
處
士
水
亭
」
も
そ
の
地
に
建
設
し
た
水
亭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
景
定
建
康
志
』
卷
二
二
「
亭
軒
」
に
「
水
亭
有
二
、
一
在
臺
寺
、
今
之
法
寶
寺
。
一
在
齊
南

中
、
是
陸
機
故
宅
。
乃
今
鳳
凰
山
南
、
傍
秦
淮
是
其
處
。
」
と
あ
る
。
な
お
「
王
處
士
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
陸
機
故
宅
（
詩
題
下
一
例
）
右
「
金
陵
王
處
士
水
亭
」
參
照
。
齊
南
（
詩
題
下
一
例
）
右
「
金
陵
王
處
士
水
亭
」
參
照
。
征
亭
（
詩
題
一
例
、
詩
中
二
例
）「
聞
李
太
尉
大
舉
秦
兵
百
萬
出
征
東
南
…
」
詩
に
「
初
發
臨
滄
觀
、
醉
棲
征
亭
」
と
あ
り
、
「
夜
下
征

・
・
・
・
・
亭
」
（
題
下
に
「
丹
陽
記
、
亭
是
晉
太
安
中
征
將
軍
謝
安
立
、
因
以
爲
・名
」
と
あ
る
）に
「
船
下
廣
陵
去
、
明
征
亭
」
と
あ
る
。
『
世
新
・
・
・
語
』
「
量
」
に
「
支
林
東
、
時
賢
竝
於
征
亭
。
」
と
あ
る
・
・
・
（
『
晉
書
』
「
謝
傳
」
に
も
似
の
記
が
あ
る
）。
六
時
代
の
離
別
の
場
と
し
て
知
ら
れ
る
。
在
地
に
つ
い
て
は
『
景
定
建
康
志
』
卷
二
二
「
亭
軒
・
征
亭
」
に
「
在
石
頭
塢
。」
と
あ
る
。

と
し
て
『
治
鑑
』
卷
一
四
一
「
齊
紀
」
に
見
え
る
「
征
亭
」
の
胡
三
省
で
は
「
在
方
山
南
。
自
玄
武
湖
頭
大
路
北
出
至
征
亭
。」
と
あ
る
。
新
亭
（
詩
題
一
例
。
詩
中
一
例
）「
金
陵
新
亭
」
に
「
金
陵
風
景
好
、
豪
・
・
士
集
新
亭
」
と
あ
る
。
「
新
亭
」
「
勞
勞
亭
」
「
臨
滄
觀
」
の
關
係
に
つ
・
・
い
て

、
混
亂
が
あ
る
。
整
理
す
れ
ば
す
る
に
「
新
亭
」
は
地
名
（
あ
る
い
は
驛
亭
名
？
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
あ
る
亭
子
（
建
物
）
名
を
指
す
こ
と
も
あ
る
た
め
の
混
亂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
太
御
覽
』
卷
一
七
九
「
」
に
「
『
輿
地
志
』
、
丹
陽
郡
秣
陵
縣
新
亭
隴
有
 
樓
。
又
名
勞
勞
樓
。
末
（「
宋
」
の
!り
？
）
・
・
・
・
・
・
改
爲
臨
滄
觀
。
行
人
分
別
之
。
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
新
亭
は
地
・
・
・
名
を
言
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
丘
陵
地
帶
で
あ
っ
た
ら
し
く
「
新
亭
隴
」
「
新
亭
岡
」
「
新
亭
壘
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
『
太
寰
宇
記
』
卷
九
〇
「
上
元
縣
」
に
は
「
臨
滄
觀
、
在
勞
山
山
上
。
・
・
・
・
・
有
亭
七
"。
名
曰
新
亭
。


。
宋
改
爲
新
亭
中
"、
名
臨
滄
觀
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
晉
#
$與
王
%等
當
春
日
登
之
會
宴
。
$曰
、
風
景
不
殊
、
&目
有
河
山
之
。
謂
之
勞
勞
。
古
別
。
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
は
亭
子
・
・
・
（
建
物
）
名
と
考
え
ら
れ
る
。
「
新
亭
隴
」
と
「
勞
山
」
が
同
一
場

を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
建
物
名
と
し
て
の
「
新
亭
」
と
「
勞
勞
亭
」
と
が
同
一
の
も
の
を
指
す
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
上
記
の
記
を
見
る
限
り
、
同
一
で
は
な
い
と
し
て
も
、

'離
の
"
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
六
集
54
に
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ

い
な
い
。
「
新
亭
」
の
在
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
南
京
市
中
門
外
西
南
六
キ
ロ
に
あ
る
石
馬
山
（
標
高
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
推
定
す
る
も
あ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
（
盧

鳴
『
六
	


』
第
四
章
「
七
、
新
亭
壘
」
參
照
）。
長
江
に
面
し
て
お
り
、
六
	以
來
、
水
陸
雙
方
の
交
・
軍
事
の
衝
、
士
人
た
ち
の
宴
・
離
別
の
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
世
新
語
』
「
言
語
」
に
見
え
る
「
楚
囚
の
悲
し
み
」「
新
亭
の
」
の
故
事
で
有
名
。
勞
勞
亭
（
詩
題
二
例
）
詩
題
に
「
勞
勞
亭
歌
」
「
勞
勞
亭
」
と
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
「
新
亭
」
の
項
參
照
。
臨
滄
觀
（
詩
中
一
例
）「
聞
李
太
尉
大
舉
秦
兵
百
萬
出
征
東
南
…
」
詩
に
「
初
發
臨
滄
觀
、
醉
棲
征
亭
」
と
あ
る
。
ま
た
「
勞
勞
亭
歌
」
の
題
・
・
・
下
に
「
在
江
縣
南
十
五
里
、
古
別
之
、
一
名
臨
滄
觀
」
と
あ
・
・
・
る
。「
新
亭
」
の
項
參
照
。
洗
脚
亭
（
詩
題
一
例
）
詩
題
に
「
洗
脚
亭
」
と
あ
る
。
在
地
に
つ
い
・
・
・
て
は
詩
句
に
「
白
向
姑
蘇
（
王
本
・
分
補
本
等
は
「
姑
熟
」
に
作
る
）、
洪
亭
臨
傍
」
「
西
白
烏
（
「
鷺
」
の
り
？
）
洲
、
蘆
似
	霜
」
と
あ
る
の
が
ヒ
ン
ト
と
な
る
。
白
鷺
洲
を
挾
ん
で
長
江
東
岸
の
沿
い
に
あ
っ
た
亭
子
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宋
期
の
方
志
に
は
見
え
ず
未
詳
。
風
亭
（
詩
中
一
例
）「
鼓
吹
入
	曲
」
に
「
	罷
沐
浴
、
遨

風
・
・
亭
」
と
あ
る
。『
輿
地
紀
』
卷
一
七
「
江
南
東
路
・
建
康
府
」「
風
・亭
」
に
「
按
『
宮
記
』、
在
舟
山
上
。
李
白
詩
云
『
	罷
沐
浴
、
遨

風
亭
』
」
と
あ
る
。
舟
山
は
六
	


の
北
、
玄
武
湖
南
に
・
・
・
あ
る
山
（
現
在
の
九
山
。
標
高
五
五
メ
ー
ト
ル
）。
「
風
」
と
は
『
文
』
張
衡
「
西
京
賦
」
の
「
似
風
之
遐
坂
」
句
の
李
善
に
「
東
方
・
・
朔
『
十
洲
記
』、
崑
崙
其
北
角
曰
風
之
巓
。」
と
あ
る
よ
う
に
崑
崙
山
・
・
中
の
一
つ
の
山
。
金
陵
詩
史
に
お
け
る
李
白
の
意
義
（
一
）（
寺
尾
）
55
